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Abstract. @ This review examines available literature On the fauna and diets or fishes and seabirds tn

coastalwa 忙irsofnorthernJap血fromspring 山 summer 加ddiscusses 山eimpactoffish 抑dseah 什fdpr 山a-
HOnonChumS 山 mon で OnCo 所T肛加丁わr0)populaFonLnJap 抑・ Over90LShSp 印IeShaveb 比nrepLed
to occur with churn salmon juveniles. Among these species, fishes recorded a$ predators are only 4

species: Japanese dace (Tribolodon hakonensis) at estuaries, and Arabesque greenling (Pleurogrammus

awnus), Japanese flounder (Paralichthys olivaceus), and pink salmon (0. eorbuschd) at sea. Fish preda-

tion may cause substantial loss 0r Juveniles aL sites where these fishes, particularly Arabesque greenling

and Japanese dace, are abundant. HOwever, there fs n0 evidence that fish predation has much impact on

the number 0f returning adult salmon in Japan. The release of hatchery-reared, large-sized juveniles possi-

bly reduces the mortality by fish predation. Rhinoceros auklets (Cerorhinca monocerala) and black-tailed

gulls (Lams crassirostris) have been recorded as predators of juvenile chum salmon. These seabirds breed

abundantly ;n northern Japan, and the impact 0f their predation on Japanese chum salmon populations may

be significant. MOre field and experimental work ts needed to evaluate the mortality Of Japanese churn

salmon juveniles caused by predation by fishes and seabirds.

はじめに

わが国のサケ (Onc 。朴ynchusketa) 資源は，人エふ

化放流の成功により ，近年著しく 増加している

(Kaeriy抑a， 1989,1991 ・サケ稚魚に給餌し適期に放

北海道さけ・ますふ化場研究業績A 第 35@ 号

流するという2つの技術が，この成功に大きく貢献して

いる (KObayashi,1980; 真土 1985)・実際，稚魚への給
餌率が稿 くなるにつれて，サケ成魚の日本への回帰率は
増加してきた (KObayashi,1980; 白旗1985)・しかし，
こうしたサケ稚魚の生残率の向上が強調されてきた反

面，わが国の河川 lや沿岸水域におけるサケ幼稚魚の減耗

に関する知見は依然として少ない．サケ成魚の回帰率は

ガ本総説の ―部は， 1992 年10 月 17-l8 日にカナダのシド二―

市で開かれた研究集会(workshopon 山egrowth ， d@smbu-

HOn ， mdmoM 町 OfjuvenHePaC 出CSalmonin 山aS血wa 忙卜 )
および1994 年3月 18 日に北海道さけ・ますふ化場で開かれ

た第38 回サーモン・セミナーで報告した (NagaSawa ， h
press) ・

近年2-3% であり (Ka血y狙@a ， 1989) ，毎年放流される

20 億尾の稚在のうち，97-98% に相当する19 億4， 000-

6， 000 万尾が自伏死亡や漁獲死亡によって回帰前に死亡

していると計算される．

甘 類や海鳥類による捕食は，海洋生活初期のサケ・マ
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ス 類の自然死亡の主要因であると言われている(Pぴker ，

t968 ， 1971;MaCe ， 1983;Bay7 ， 1985;H ぴgreaveS ， 1988) ・

本総説では，日本産サケ幼稚魚の海洋での捕食減耗に焦

点をあて，捕食によるサケ資源への影響を検討する． ま

ず過去の文献に基づいて，春―夏季の北日本沿岸域にお

ける魚類と海鳥類の種類と食，性を整理した後，魚類と海

鳥類によってサケ幼稚魚が日本沿岸域でどの程度捕食さ

れるかを検討する．

本総説では，対象となる初期生活期のサケに， 多くの

場合，「幼稚魚」という用語を使った． これは，本文で

引用した報文のなかに両者の区別が@陵味なものが多く，

稚魚、と幼在、を明確に分けることができなかったことに原

因する(サケの稚魚、と幼魚の区分に関しては帰山(t986)
を参照．尾叉長38-50mm の個体を稚魚，50-120mm

の個体を幼魚、と呼び，両者を含めて幼稚魚、とする)．

なお，本総説の目的ではないが，わが国のt泡忙域にお

ける魚類などによるサケ幼稚魚捕食に関する文献を付録

として示しておくので，興味ある方は参照されたい 

資 料

魚 類
本研究で用いられた資料は， 主に農林水産技術会議別

枠研究「湖河性さけ・ますの大量培養才支術の開発に関す

る総合研究」の各種報告書である．この研究は，昭和

52-56 年度の5年間に，政府の研究費補助によって， 7

水産研究所，17道県水産試験場，3大学によって行われ

た．この研究では，サケ幼稚魚の生態学的研究も重要な

研究項日として取り上げられ，報告書にはサケ幼稚魚、と

ともに採集された魚類の資料がしばしば含まれている．

ここでは，そうしたサケ幼稚魚、と―緒に採集された魚類

の種類と食性に関する資料を整理した．また， 別枠研究

の報告書に加えて， 日本産サケに関する他の調査報告も

参照した．

報告書に記述された調査海域は， 主に日本海，オホー

ツク海，太平洋を含む北海道沿岸である (図1 ．また，

本州北部の太平洋および日本海沿岸，干島列島のオホー

ツク 海および太平洋沿岸，サハリンの南西沖合でも調査

が行われた．サケ幼稚魚などの魚類の採集には，まき

網，小日合の流し網， 稚甘 ネット，たも網， 地良き網な

どが用いられ，まき網と流し網が最も多く使われた．調

査は，サケ幼稚仏カ引ヒ 日本沿岸に沿って回遊する2- 8 月

(主に5-7@!) に行われた．

海鳥類

北日本における海鳥類相と食性に関する情報を学術雑

誌や書籍のさまざまな報文に基づいて整理した．また，

別枠研究「湖河，性 さけ・ますの大量培養技術の開発に関

する総合研究」の報告書も参照した．

魚類によるサケ幼稚魚の捕食

魚類相

文献を調べた結果，90 種以上の荏 類がサケ幼稚魚と

同じ水域に分布することヵ朋らかになった(付表1 ．そ

れらの魚種の分類学的位置は多岐にわたり， l4 目 4l 科

に分類された．

北海道沿岸でサケ幼稚也、と―緒に最も多く採集された

佳種は，流し網による調査ではホッケ (Pf 飢mV 。WP ，M
のOnu$) ，まき網による調査ではイカナゴ ぃmm 。小feJ

pewonmM) であった (三島ら t98 万， 1982b)・

サケ幼稚魚を捕食する魚類
上記のように，多くの魚類がサケ幼稚魚、 と同じフゆ刻こ

分布するにもかかわらず，サケ幼稚仏 を捕食すると報告

された魚種はきわめて少ない．汽水域でウグイ

(Trribolodonhakonensis) ， 海洋でホッケ ， ヒラメ

(ParalichthysOlivaceus)およびカラフトマス
(Onco所ynchusgorbbuscha)の合計4種にすぎない・な
お，定置網中のブ') (Serio血 qwinq 促radiata) の胃 内か

らサケ幼稚魚がェ発見されているが，定置網の漁具特性か

ら ブリが捕食後人絹したのか， 入網後捕食したか判定で

きなかったので(石川県 1994)，本総説ではブリをサケ
幼稚佳 の捕食者として扱わなかった．

ホッケ 三島ら口 982b) は，網走湾で採集したホッ

ケ 3)尾のうち，2尾の胃内から2尾のサケ稚甘 (尾叉長

48, 49mm) を見いだした．彼らは，また日本海で採集
した l尾のホッケの胃からも6尾のサケ幼稚魚を見いだ

しホッケが多く分布する水域では，サケ幼稚荏がホッ

ケによって強度に捕食されることを示唆した．また， 頼

(l980) はホッケの増加によって日本海でサケ幼稚柘の
・減耗が高まった可能性を述べている．

ウグイ 本種は淡水域@のみならず，海洋の沿岸域にも

生 宮 する (中村 1969) ．北日本では，汽水域，入り江，

河口域などに多く分布する．

ウグイカ吋ケ幼稚魚を捕食した例が手取川河口域で報

告されている (石川県内水面水産試験場1980 ， 198l) ．

この川では，2月中旬-3 月中旬に調べたウグイの28% の

個体がサケ幼稚魚を捕食していた(石川県内水面水産試

験場 1980)．サケ幼稚魚を捕食していたウグイの尾叉長
は17.4-34.5cm で，ウグイl尾の胃内に見いだされたサ

ケ幼稚魚の最高尾数は， 1978 年に19 尾， 1979 年に20尾
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Fig. 1. A map 0[ Japan showing the survey locations for juvenile chum salmon (Oncorhynchus ketd) and seabirds

(modified from Nagasawa, fn press). Stippled areas show those where juvenile chum salmon and other fishes

were collected. Numerals represent the study sites mentioned ;n the text. 1, Tedori River; 2, TOyama Bay; 3,

TeuriIsl釦d;4 ， L吠eSaroma;5,Abash 而 Bay;6,0ffltmpIsland;?,DaikokuIsland;8,KabuIs@and;9,0tsuchi

River;10,AkaishiRiver. 1nsertmap:migrationroute 釦ddislribut@on 町田 ofchumsalmonjuveniles 川 ong 山 e
のastofnorthemmJapan(Ine,1990).

図 ] サケ 幼椎魚と海鳥類の調査水域．点部はサケ幼稚魚、 を含む魚類を採集した水域，数字は本文中で述べられ

た調査地を示す． I，手取山河口;2，富山治;3，大売島 ;4，サロマ湖 ;5，網走湾;6，択捉島沖;7，大黒

島 :8， 蕪島;9， 大槌@l何日: l0，赤石川河口．挿入図は北日本沿岸域におけるサケ幼稚魚の推定回遊経路

と分布範囲を示す (入江 l990)  

0・ 5g) カミ捕食されることを明らかにした．全長20cm とであった (石川県内水面水産試験場1980 ， 1981)  

安水ら 1980) は，ウグイによるサケ幼稚祐 の捕食量 30cm のウグイはI日にサケ幼稚&、をそれぞれ8． 0尾と

17 ． 4尾を捕食したと言十算され，この量はともにウグイのを推定するために，室内でウグイの摂餌実験を行った 

体重の約7% に相当した その結果，全長31 cm のウグイがI トン いると，3-5 月

これらの結果は，ウグイの個体数が多い場所ではそのの3ヵ月で148 ，山0尾 (二 77.4kg) のサケ幼稚魚、(体重
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Sulidae

Phalaropodidae
Stercorarudae

Laridae

表] 東北地方沖合の北西太平洋に見られる海鳥類 

Table 1. Seabirds found in the western NOrth Pacific Ocean off northern HOnshu (HOtta et a1., 1961). Scientific and Japanese names follow

those used by the Wild Bird SOciety of Japan (1982)  

Jap加eS巳 nameScientific nameFamily

コ アホウドリDiomg ぬ0zPmmW 廿@l@$Dlom 山 eldae

クロアシアホウドリDiomedea nigripes

オオミズナギトリCalonectris leucomelasPOrocel 1 ariidae

アヵアシミズナギトリP"がnuscarne 昨$
ハイイロミズナ ギトリp" 放肌.tens 叩
ハシボソミズナギトリPu血nu$ 叱Hぬ roftr 付
フルマカモメrulm 。朋 glacili山
コシジロウミツバメ Hydrobatidae
ク□ コシジ□ウミツノ VメOcp.。れ 0dr 。棚 。山 trり
オーストンウミツバメOceanodroma tristrami  Ocean 。dro狐爪刑巾  fsu如 leucora$叱r
ハイイn ヒ レアシ シギPぬ肝叩Mル比7iM
オオト ウゾク カモメStercorarius skua

トウゾク カモメStercCorarluspo脚rlnu¥@
シロハラトゥ ゾク カモメ 
ミツユビカモメLM Mi血"ゆ血 '
オオセグロカモメぬrM JCMM 付叩ば J
セグロカモメLarusareen 幻巾 $
カモメLarus canus

ウミネコLM 。L& 丁丁 cリ丁ヶト @A
ュ リカモメぬruMs rid仏は似心
ウミガラスUria aalgeAlcidae
ハシブトウミガラスUria lomvia

ウトウ 
ェトピリヵぬれぬ，汁比巾

ラフトマスがどの程度サケ幼稚魚、を捕食するのかは明ら捕食の影響が大きい可能性を示している． しかし サケ

かでない 資源にウグイが実際にどのような影響を与えているかは

明らかにされていない 

他の魚類ヒラメ 最近，青森県沿岸の日本海で漁獲されたとう

サケ幼稚佳 の捕食との関連で， 別枠研究のなかで ， 北メの胃内にサケ幼佳 が見いだされた(青森県水産試験場

日本沿岸の角類の食性が調べられたことがあった． しか@994) ． 5月中旬に赤石川河口周辺の水深7m から漁獲

し，サケ幼稚佳 が捕食さ hLでいた例は見いだされない された体長23.3cm のヒラメl尾から， 3尾のサケ幼佳が

たとえば，大池 ， 池原 (1979) は富山湾で採集した肉食イカナゴ稚&、 とともに発見され，その尾叉長は72 ， 73 ， 77

性魚類18 科25 種を調べたが，それら魚種の胃内にサケmm であった 

幼稚魚を発見できなかった． また白旗・坂口 (198l)カラフトマス サケ幼稚魚の捕食者と報告されたもう

も ，北海道オホーツク海沿岸の汽水湖であるサロマ湖でI種の魚類はカラフトマスである．上野ら u992) は ，

採集した魚類?科ln 種の胃内容物を調べたが，やはりサ択捉島沖合で7月に漁獲したカラフトマスの胃内からサ

ケ幼稚魚を見いだせなかった ケ幼化、 I尾 (尾叉長147mm) を見いだした， ． しかし

さらに，現在実施されている「日本海回帰率向上対彼らはこのとき5尾のヵラフトマスの胃内容物を調べた

策」のなかで，サケ幼稚合の捕食者を明らかにする研究のみであり (遠洋水産研究所上野康弘博士，私信)， ；

ヵ桁われている． しかし今のところ，先に述べたとう

メ を除いて，捕食者と確認されたものはない．たとえば，，帰山け 986) の区分によれば，この個体は若佳 に含まれる

赤石川河口域の日本海で採集した20 科31 種の魚類を調が，本総説では便宜的に幼魚、 として扱った 
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表2 北海道で繁殖する海鳥類とその繁殖番数 

Table 2. Seabirds breeding ln HOkkaido (Watanuki et e1., 1988). Scientific and Japanese names follow those used by the Wild Bird SOciety (1982). 

N0. 0f breeding pairsJapanese nameScientific nameFamily

血。。。

AlClda 。

Calonectris leucomelasPOrocellariidae

Oceanodroma leucorhoaHydrobatidae

Phalacrocorax filamen tosusPhalacrocoracidae

Phalacrocorax pelagicus

Phalacrocorax uriie

Larus schistisagus

LOTUS crassirostri

Una aalge

Cepphus carbo

Synthliboramphus antiquus

Brachyramphus marmoratus

Cerorhincu monocerata

Lunda cirrhata

オオミズナギトリ

コ シジロウミツバメ

ウミウ

ヒメウ

チ シマウガラス

オオセグロカモメ

ウミネコ

ウミガラス

ケイ マフリ

ウミ スズメ

マダラウミ スズメ

ウトウ

エ トピリヵ

 
500,000

l,900

t0

0-10

9,600-10,000

36 ， 000-  440.000

30-  660

400adults

100?

+"

180 ，冊
20 adults 

べても，サケ幼稚魚は発見されなかった(青森県水産試

馬剣易 1994).

サケ幼稚魚の給餌放流と捕食との関係

以上のように，わが国沿岸で荏 類によるサケ幼稚也 の

顕著な捕食例は知られていない．これは，サケ幼稚仏 が

捕食者から逃避できることが原因のひとっとして考えら

れる．サケ幼稚仔は， 甘 体が大きくなるにつれ，速く遊

休できるようになる(小林・大熊 1983) ．わが国では，

ほとんどすべてのサケはふ化場で生産され，サケ幼稚荏、

は放流前に#舘耳 されている．このため，ふ化場で大きく
育てられたサケ幼稚甘 の放流は，捕食による減耗を減少

させている可能件が高い．実際，給餌された大型サケ幼

稚仔 を放流することによって生残率が塙@くなることが報

告されている(Hiy 抑aetd ・ ， l972b;Kobayashl ， 1980) ・

海鳥類によるサケ幼稚魚の捕食

鳥類相

北日本の沿岸域と沖合域から，多くの海鳥類が見出さ

れている．堀田らH96L によれば，8科26種の海鳥類
が本州沖合の太平洋から記録されている(表口．沿岸域

リ 類が多い に カモメ類，沖合域にミズナギド

綿貫らい 988) は，北海道で繁殖する海鳥類として5
科口種をあげ (表2)，コシジロウミツバメ (OC叩no か。肌a

leMCo 所。山，ウトウ (C，「O朴in。dWL 。ぽM 山 ，オオセ

グロカモメ (血MJ ，，A，血叫M) ，ウミ不コ仕・ CmL

ぉり血山の繁殖数が 多いと述べている(海鳥類の個体

数を以下で述べるが，それは繁殖番数であり，末成鳥を

含む実際の個体数はさらに多いことに留意する必要があ

る @・

サケ幼稚魚を捕食する鳥類
これまでに口本でサケ幼椎魚の捕食者として認められ

たのは，ウトウとウミ才、 コ の 2矛垂である．北日本におけ

るこれら2種の食性，分布，個体数を考慮すると，両種

はサケ幼稚魚の重要な捕食者とみらnL，その捕食による

サケ資源への影響は無視できないと考えられる．

ウトウ 本種は，北海道で繁殖する海鳥類のなかで2

番日に個体数が多く，1980 年代にはI年間にl8 万番が

繁殖した (綿貫ら 1988) ．繁殖期は4 月上旬-8 月上旬

である (Watanuki, l987) ．

Watanuki (1990) は，大売島 (日本海) と大黒島
(太平洋) で繁殖期のウトウがサケ幼稚仏 を含む小型魚、

類を捕食することを明らかにした．ウトウの成鳥が雛に

与える餌に含まれていたサケ幼稚魚の割合は， 天売島で

は 3． 6% と低かったが，大黒島ではi6.l%@; 達した．

ウミネコ 本種は日本に広く分布し繁殖他は 北海道

から九州にまで及んでいる(高野 l980) ． 本種は，北日

本の沿岸域に見られる最も個体数が多い海鳥類の―種で

ある ． わが国におけるウミネコの正確な個体数は推定さ

れていないが，北海道で繁殖する海鳥類のなかでウミネ

コは3番目に多く，1980 年代にはI年間に3． 6-4 万番が

繁殖した 佛貰ら 1988)．また，本州における大きな繁
殖地のひとっである蕪島での繁殖数は約3万番であった
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図2 三陸近海におけるサケ幼稚佳、 (上) と海鳥類住にウミ

 □ の分布 u979 年 5月H29 日 -6 月 5 日 ) 不コ・

(成田 1979) ． 本種は蕪島では2月下旬-7 月下旬に繁殖

する (成田 @969 ， 1979)  

大槌1l河口域で放射性同位元素を用いた調査により 

Hiyamaetal. (1972a) はウミネコがサケ幼稚佳 の重要

な捕食者であることを示唆した．彼らは，放流前にサケ

幼稚魚に"Pで標識し河口域で 採集された甘類と鳥類

を対象に"P を追跡した．その結果，ウミネコの糞から

"P を検出し，サケ幼稚佳 に投与された"P を ウミネコが
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keI0)Lop)and seabirds (main@yblaCk-taHedgu@lS ， ぬM$
。円血，O$triJ)(bottomLn thewestemNonhPaC 桁 COCcan

Oぽ S血， nomemHonghu ， 仕OmMay29toJune2 ， @980

(Nagasawa ， inpresS ・ Dataf ，OmHashibaetal ・ ， 1981) ・

Juvenilesw 汀eCaughtwMdipne 卜 by3CrewwrSonS 血r
20Mn ．， mdseabirdSwereobseNedduHngtheSejUvenHe

chum MmoncoHecFonS ．

図 3 三陸近海におけるサケ幼稚也． (□ と海鳥類住にウ

ミ不コ， 刀の分布 L980 年5月 29 日 -6 月 2□ ．

林内に取り込んでいることを発見した．しかし彼らは

ウミネコが直接サケ幼稚魚を食べて叩 を取り込んだの

か，サケ幼稚魚を食べた他の魚類をウミネコが食べるこ

とにより"Pがウミネコに移行したのか，明らかにするこ

とはできなかった・ また，Hlyamactal ・ u972b) は，

ウミネコ6羽を捕獲して胃内容物を調べたが，サケ幼稚

魚を確認できなかった．

いっぼう，橋場ら (橋場 ・ 安井 1980; 橋場ら l981 ，
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1982; 橋場 ・ 小滝 1982) は，ウミネコが海上でたも網

から落ちたサケ幼稚魚、 を捕食するのを確認したほか，海

面を跳ねた小魚、(魚種未確認) をウミネコが捕食するの

を観察した．彼らは，また三陸沖合の太平洋におけるウ

ミネコの分布がサケ幼稚甘 の分布に―致することを見い

だし，ウミネコがサケ幼稚魚の重要な捕食者であること

を強く示唆した(図2-3) ．さらに，橋場 ・ 安井 (1980)

はウミネコの繁殖地である蕪島で，営巣地の近くからサ

ケ幼稚魚の死骸を実際に発見した．

他の鳥類

北日本では，他の海鳥類も繁殖する (高野 1980; 綿

貫ら 1988) ． しかしそれらがサケ幼稚魚を捕食する証

拠はこれまでに得られていない．

コシジロウミツバメは5-9 月に魚類を捕食するが， 胃

中の魚類は消化が進んでいるため同定されていない

(Watanuki， 1985) ．また，オオセグロカモメも春- 夏季

に佳 類を捕えて雛に与えるが，そのなかにサケ科魚類が

含まれていた記録はない(綿貫 1984;WatanuH ， 1988) ．

もしコシジロウミツバメとオオセグロカモメがサケ幼稚

径 を捕食するならば， 両種の個体数は多いので，その影

響は大きいと考えられる (1980 年代にl年間でコシジロ

ウ ミツバメは50 万番，オオセグロカモメは0． 96-1 万番

が繁殖した．綿貫ら1988).
ウ類 (Phalacrocoraxsop ・ ) やオオミズナギ ドリ

(山lonectrisleucomelas))なども北日本沿岸で繁殖する
が，これらの食性ヵでし日本で研究されたことはない．

小城 1986) によれば，大量のハイイロミズナギトリ

@也が川Jgr 巾川) とハシボソミズナギ ドリ (P ・

fen ノ iの加山が春 - 夏季に北海道南東沖合を北上する．
彼は，ハイイロミズナギドりが三陸沖合で主にマイワシ

(比卍血WJme 加。ぬCrMJ) を捕食することを見いだした

が，サケ幼稚也 については何も触れていない．

ウミガラス(U「iaMgf 。) とハシブトウミガラス山・

l0mVid) も 5-6 月に北海道南東沖合に見られる (小城

1986) ．これらは東部ベーリング海やブリストル湾でべ

二ザケ (OncorAynC血$ れぴ如 ) 幼稚甘、 を捕食するが

(OeiandTs 山 ita， l973), 日本では両種の春―夏季の食

 性に関する知見はない．

結 論

90 種以上の魚類が日本沿岸水域でサケ幼稚化、 と―緒

に分布する． しかしそれらのうち，サケ幼稚魚の捕食

者として認められたものは，汽水域でウグイ，海洋でホ

ッケ，ヒラメ，カラフトマスの合計4種のみである．捕

食者として可能性がある他魚種の胃内容物を調べても，

これまでにサケ幼稚魚は発見されていない．地域的にホ

ッケやウグイが多く分布するような場所では，これらに

よる捕食がサケ資源に影響を与える可能性カア示唆される

ものの，これまでの知見の範囲では，沿岸域における魚

類による捕食が日本のサケ資源に大きな悪影響を与えて
いるとは考え難い 

いっぼう，ウトウと ウミネコは，日本産サケ幼稚魚の

有カな捕食者と考えられる． ウトウが繁殖期に雛に運ぶ

餌のなかにはサケ幼稚魚が含まれ，また近海域でのウミ

ネコの分布はサケ幼稚魚の分布とよく重なる．ともに北

日本沿岸で多く繁殖しており，これら海鳥類によるサケ

幼稚魚の捕食は無視できないと考えられる．

サケ資源に与える魚類と海鳥類の捕食の影響に関する

知見は限られており，今後より多くの野外調査と実験を

行って捕食の影響を評価する必要がある ． わが国では，

ほとんどすべてのサケ資源は人工的に増殖され，ふ化場

で飼育された大型の幼稚魚が放流されている．そうした

幼稚魚ヵ漁、類や鳥類にどのように捕えられるのか，また

捕食者に対してどのような行動をとるのか，今後明らか
にすべき課題のひとっである ．
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長洋 ・帰山―魚類と 海鳥類によるサケ 幼稚魚の捕食

付表] 北□ 本 沿岸域でサケ椎血．とともに採集された甘 類．

Appendixtable1.Flshescoll 巴t山wi山 juvenilechumsalmon(onco 朴hynchusketa)incoastalwatersofno 血emJapanbypurseseine(PS),
gillnets(GN),1arvanet(LN),d@pnet(DN)andbeachseine 旧S)inspring-summer*. 十 =collec 山,J 二 juveniles,A 二 adults. Scientific
andJap 加 esenames ぬllow 山 oser 比 ommnend 山byMasudaetal.(l984).

NOrth PacificSea or OkhotskSea 0f JapanArea

PS DNPS GN LN Bs DNPS GN LNFishing gear

 

 

 

  

 

Salmon@riae サケ 科

    OnCn 所 ync ハ uuskefa (]) サケ 椎也 ．

 Onrnrhvnrhu.vぬ幻 (A) サケ 成什 ．   nnrnr竹vnchu@・ eorbuscha (J) カラフトマス 椎 &．
   Oncorhynchuseo 什,UM杣ひ (A) カラフトマス 成甘 ．   OncorhynchuJ 服@.sou (J) サクラマス椎佳．

Petromyzontidae や ツメ ウナギ 科

   f@@@w 帥aJapom@ca ヵワヤツメ
Tnakididae ドチザメ科

 Mu ．stfeluv 川nazo ホシザ メ
hmnldae ネズミ ザメ科

 Lamnadilropls 不ズミザメ
Squalldae ツノザメ科  Squalusacan@hlas アフラッ ノザメ
Clupe@uae ニシン 禾+   Clupeapallasii ニシン  Sa0M 而0@DSmelano．@f@ctus マイワシ

Engraulid@dae カタク チ イワシ 科
Ene@・auuilAmoponlcM カタク チ イワシ

Osmendae キュウ リ ウオ 科

 H¥pommesusmpponensis ワカサギ
  Hvpoine．fussprer@osusJU 『 Onn@fcut チヵ

 Mnが lnfuKvilln.siuv カラフトシシャモ  OsimmeerMs 価rdaxdcntex キュウ リウオ
Salangidae シラウオ 科   Salane@ch@hysぬひ 0don シラウオ

BaLhylag@dae ソコ イワシ東十

LeW 。が。．sisii.si,ssC析idli トガ リイチ モンジ イワシ
Cypnmldae コイ f'ト
Tパゎolodonhakonens@s ウグイ
乃・wnfn イ 。Mnc 印}nnw.sKiii マルタ

Myctoph@dae ハダカイワシ 科
Myctopm@daegen ． sp ． ハダカイワシ類
Sip.nnhrfin[・而 Mmmn 叩r血r セッ キハダ ヵ
S山 TTihpTpsncidap, サンマ 科 
Cnlnlablfssfi@m サンマ

Hemlramph@dae サヨリ 科
 Hem@ramp た心 sawoh サヨリ

Hypoptychida 巳 シワ イカナゴ手 4+

 ばノ@pop ゆ朴 U¥ 小howV而 シワ イカナゴ
Gasterosteldae トゲ ウオ 科  (TaJtfm0.fjeit.siar.meafu$aruifiatu.sイトヨ

Synena 山lidae ヨウジ ウオ科
 SynBnathusscheeel@ ヨウジウオ

Gariidae クラ 下@@}@   Elee 而 iuserac@lis コマイ

  Gadusma@cro0cep肋lus (J) マダラ 稚甘 ．

  Th 什叫仙 chalcosmmmm (J) スケトウダラ 椎奄 ． 十

 ThheraerachalcoeramNma2 (A) スケトウダラ 成佑、

Mugilidae ボラ 科
 LlZahaem 血UOc 低血 メナ ダ

Caraneidae アジ 科

 Hm 加rMJ 叩On@C心 マアジ
Bramidae シ マガッ オ科

 BMM70POnlC0 シ マガッ オ

* ・ Data from Far Seas Fisheries Research Laboratory (1978, 1979, 1980), Shirahata and Haton (1979), Mishima and Shimazaki (1980a,

1980b), Hashiba and Yasui (1980), Hashiba e@ a1. (1981), Ito (1981), Hashiba and Otaki (1982), Maruyama and Otsulci (1982), Kato

(19S2), and Ueno et a1. (1990). 
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付表1 (続き )
Appendix table 1. (continued)

NOrth PacificSea 0f OkhotskSea 0f JapanAr 田

PS DNPS GN LN BS DNPS GN LNFishing gear

Trichodontidae ノ 、 タハ ¥タ科
  Arctoscopus japonicus       

Ammodytidae イカナゴ 科

   AmW 小，@espersoiwlus (J) イカナゴ稚荏   A柑肌小 tespem 。Mlus (A) イカナゴ成魚．

 Am 伽小匁 s sp ． イカナゴ 類
Scombridae サバ 科

  止。冊prノ wom@e レ $ マサバ
 JC.n杣叶。u.straini.sた朋 ゴマ サバ

GObiidae /@ ゼ科

GObi@daegen.sp ・ ハゼ 科侍類
C而P仰eobiuscas[aneus ピリンコ  
Chaenoeo 川@UsldfV1.s ジュ ズカケ ハゼ
Sdchae@dae タウ オガジ利
Stichaeldaegen． sp ． タウ エガジ科奄類
Bryozulcht竹$小lmu¥ フサヵケギンボ
Eu椛．werammuspruec@osus トゲギンボ "
LumpenneUalons@rosfnis ネズミ ギンボ
Oplslhocenlrusdyboルskll ムロランギン ボ

印isthncentrrufocellaatuusi ガジ
Stzchaeus 仙zawm タウ オガジ
Stichaeus so タウ エガジ類
Phnlnilrifa 巳 ニシキギンポ科
Pholidaegen.spp. ニシキギンポ科甘類
Phnfiv也 wmta ヒモギンボ

Pぬlls sp. ニシキギンボ類
Rhodymenichlhysdol@choeasle， ハコダテ ギンポ

An@irhichanld肛 オオカミウオ 科

Anarhlcぬ 。rile川6alM オオカミ ウオ
Ptilichthyldae ''' ネガジ科
Pli@ichthysvoo小 l ハネガジ
ゐ@rclrifae ゲンゲ 科
ルozoarceJstelndachnぬ ハ ナイト ギ " ポ
ゐarc ・ esel@@nva 如 ナガガ ジ
Scorpaenlformesf狐． gen.sp ． ヵサゴ目奄類
Scorpaenldae フ サカサ ゴ科在 類
Sebas@feJ・ elaucuJ クロメヌケ

Sebasles schlegeU      
SgLoJte$ sp ・ LypeA@ メ バル 類 (A)

ご eLoJ@eJ sp ひyF B@ メ バル 類 (B)
止り佃応Sp ． Lypcc@ メ バル 類 (C)
Anop 卜ppomati血 ヒ ギンダラ 利

 """ 坤"柵加 「 '" """"

Hexagrammldae アイナメ 科
 Hexaer ―"""R" 。叩 "'" 。。。" 。 ""
  Heexaeram@mosoけcosrammus スジ アイナメ

  ガ exaera 刑rmoJotak@l， アイナメ

  ガexaerammosstelferl エゾアイナメ
    Pleuroera仰rimuusazonus 示 V ケ

COthdac ヵ ジカ 科
 COttidaeg印 ・ sp ・ ヵ ジカ科在  類
 Areyrocot@usz．anderi イトヒキヵジヵ

  川叩 sia$bilo加J ホヵケ アナハ ゼ
  BlepsiascirrhosuF イリノ Tテンク  

 Enophyrus 山 ceradtus オ二ヵジヵ

 Gymnocanfhus sp ・ ツマグ u ヵ ジカ 類
    ぬmmil叩i九fuseilberti ヨコス ジカジカ
   He 而tnp 佗rrusviilosus ケムシ ヵジヵ

 Nau りC加hyspribuovlus オコゼヵジ；

 This species was reported by Anonymous (1978: PP.78-86) but @s not listed in Masuda et a1. (1984)  
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長澤 ・帰山―魚類と 海鳥類によるサケ 幼稚魚の捕食

付表寸 (続き )
Appendix table 1. (continued)

NOrth PacificSea of OkhotskSea 0f JapanArea

PS DNPS GN LN Bs DNPS GN LNFishing gear

 Myyoxocephalusbr加だ シモフリカ ジ；
   Myom ッphalussleller@ ギスカ ジ；

 Mwvoxo。whalus sp ． ギスカジカ 類
 Pnrnrnttu.saa@lc.TI フサヵジ；

Psychrolutiae ゥ ラナイ ヵ ジカ 科

Mn 血<cocottuszonu 用 J コブシ ヵジ；
ABOnidae トクピレ干キ
Aeono 肌lusprohosc@血応 アッ モリウオ
ノ widophoroidesba け。市 タテ トクピレ

Brachyops@srosfm 山J シチロ ウウオ
Occel ぬ血必caedro は ヵムトサ チウオ
Fd ぬJ血。 比小 {atn ヤギウオ
Pii@la．@lnaerynV@a ヒゲナガ ヤギウオ

Per・cislapomicus イヌゴチ

POdom 低 。・USSt 肪勿 l コオリ ト クビレ

Tulesifiaeibbo@ ・0 オニシャチウオ
Cycloptendae ダンゴウオ 科
AptocycluJventrlcosus ホテ イウォ
Rurimicr[ltrpmushirulai コンぺイトウ

L@p咀riidae クサ ウオ 科
めM 皿M ぱ iuM@ ・@・@@@7ll エ  ハクサウオ
L@por は $l6$$Pll0@ばJ ヒク□ ノ
L， pa 爪.@ sp ・ クサ ウオ 類

Pleurnnefcliflae, カレイ 利・

Pleuronecridaesen． sp.(A) カレイ 科魚類 (A)
Plcuronれtid北 gen sp 山 ) カレイ 科 魚類 (B)
A@比rest 卜 seve 刷Mi アフラガレイ

 Cルisthenespin 可UOrumherZ 切 Jlfitii ソ ウハチ
 Knorpiu.sshlrnlrii巾$ イシガレイ

Limtifi血 herZ. せ出た @wi マ カレイ
 i.irn.nun 血pun 伽れ  @@¥imn スナ カレイ
 i,川伽血．@chrenki クロガシ ラ ガレイ
 Lwpsellaobscum クロガレイ
 LwDsetttapmm 池・srloj0 トウガレイ
 F伍 @ich ぬyvsstelia口 tu(s ヌマ ガレイ

Mnnac 肌山lddae ヵ ワハギ 科
  T肋m仰conMmdestu¥¥ ウマツ "ラハギ

Tetraodontidae フグボト
  L放也eup 。? 竹 rY?心 マフ グ
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